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２
０
０
９
年
１
０
月
の
「
時
給

制
契
約
社
員
等
の
給
与
制
度
」
の

改
定
に
よ
り
、
郵
政
の
時
給
制
社

員
の
賃
金
は
地
域
別
最
低
賃
金

に
連
動
す
る
も
の
に
な
り
ま
し

た
。 基

本
給
は
地
域
最
賃
（
１
０
円

単
位
は
切
り
上
げ
）
＋
２
０
円

（
付
加
額
）
＋
加
算
額
（
外
務
は

１
３
０
円
、
内
務
は
適
用
外
）
と

な
り
、
地
域
最
賃
の
改
定
が
行
わ

れ
た
と
き
は
、
改
定
額
に
相
当
す

る
額
（
１
０
円
単
位
に
引
上
げ
）

だ
け
基
本
給
の
下
限
額
を
引
上

げ
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。 

  

東
京
で
は
今
回
の
改
定
に
よ

り
、
外
務
で
は
８
７
０
円
（
地
域

最
賃
額
）
＋
２
０
円
＋
１
３
０ 

円
＝
１
０
２
０
円
が
基
本
給
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
の
採
用
時
の
基

本
給
１
０
０
０
円
を
は
じ
め
て

上
回
り
、
２
０
円
の
時
給
ア
ッ
プ

と
な
り
ま
す
。
ま
た
内
務
も
８
７

０
円
＋
２
０
円
＝
８
９
０
円
と

２
０
円
の
時
給
ア
ッ
プ
と
な
り

ま
す
。
ち
な
み
に
時
給
制
社
員
の

賃
金
は
こ
の
基
本
給
と
加
算
給

（
基
礎
評
価
給
＋
資
格
給
）
の
合

計
額
に
な
り
ま
す
。
こ
の
改
定
額

が
１
０
月
１
日
か
ら
適
用
と
な

り
、
実
際
の
賃
金
へ
の
反
映
は
１

１
月
支
給
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。 

 

 
    

日
本
で
は
年
収
２
０
０
万
円

以
下
の
労
働
者
は
１
０
０
０
万

人
を
超
え
、
平
均
賃
金
が
下
が
り

続
け
て
い
ま
す
。 

 

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
が
問
題
と

な
り
、
２
０
０
８
年
に
改
正
最
低

賃
金
法
が
成
立
し
、
「
生
活
保
護

に
係
る
施
策
と
の
整
合
性
に
配

慮
す
る
」
こ
と
を
明
記
し
「
労
働

者
が
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
」
と
の
文
言
も
加
え
ら
れ

ま
し
た
。 

 

２
０
１
０
年
、
政
府
と
財
界
と

労
働
組
合
は
「
で
き
る
限
り
早
期

に
８
０
０
円
を
確
保
し
、
景
気
状

況
に
配
慮
し
つ
つ
２
０
２
０
年

ま
で
に
全
国
平
均
１
，
０
０
０
円

を
目
指
す
」
と
の
合
意
を
結
び
ま

し
た
。
最
低
賃
金
１
，
０
０
０
円

が
国
の
目
標
と
な
っ
た
の
で
す
。 

 

今
回
の
答
申
は
、
こ
の
目
標
か

ら
は
程
遠
く
、
答
申
に
対
し
異
議

の
申
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。 
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郵
政
の
職
場
で
働
く
時
給
制
社
員
の
賃
金
に
大
き
く
影

響
す
る
２
０
１
３
年
度
の
全
国
最
低
賃
金
の
改
定
額
が
ほ

ぼ
確
定
し
ま
し
た
。
東
京
の
最
低
賃
金
は
現
行
８
５
０
円
か

ら
１
９
円
引
上
げ
ら
れ
、
８
６
９
円
と
な
り
、
２
２
日
の
東

京
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
も
同
じ
改
定
額
を
答
申
し
ま
し

た
。 


